
【別紙】

3月8日（金）

13:00～(15分) 開会 実行委員長挨拶・顧問挨拶

13:20～(40分) 基調講演 テーマ：　「我が国のサイバーセキュリティ政策」
講 師：　山内　智生（総務省サイバーセキュリティ統括官室　サイバーセキュリティ統括官）

14:00～(10分) 休憩 （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

14:10～(40分) 講演① テーマ：　「デジタル社会におけるサイバー空間の脅威への対応」
講 師：　佐々木　彩乃 氏（警察庁　サイバー警察局サイバー企画課　課長補佐）

14:50～(20分) 協賛企業プレゼン①

15:10～(10分) 休憩 （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

15:20～(60分) パネルディスカッション

テーマ：　「あらためて考える
          　 インシデントに備えて我々は何をしないといけないのか？」
コーディネータ：佐藤  公信 氏（国立研究開発法人  情報通信研究機構（NICT）  サイバーセキュリティ研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  サイバーセキュリティネクサス　主任研究員）
パネリスト：　   今　祐輔 氏（一般社団法人ソフトウェア協会（研究員）/
                                     トレンドマイクロ株式会社　サイバーセキュリティ・イノベーション研究所
                                     セキュリティ・ナレッジ＆エデュケーション･センター
                                     セキュリティナレッジトレーニンググループ （シニアセキュリティリサーチャー））
　　　　　 　　　　萩原　健太 氏（一般社団法人日本シーサート協議会）
                   竹原  一駿 氏（香川大学　情報化推進統合拠点　情報メディアセンター　助教）

16:20～(10分) 休憩 （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

16:30～(40分) オプション協賛
特別講演

テーマ：　「日本のサイバーセキュリティ政策と自動車、医療機器などの
　　　　　　 国際的なサイバーセキュリティ規制の社会への影響を考える」
講師：　松岡　正人 氏（日本シノプシス合同会社 ソフトウェア・インテグリティ・グループ
　　　　　　　　　　　　 　     シニア・テクニカル・マーケティング・マネージャ）

17:10～(20分) ナイトセッションプレゼン ナイトセッション各座長による問題提起・プレゼンテーション

17:30

3月9日（土）

9:50～(10分) 開会あいさつ 顧問挨拶

10:00～(20分) 温泉地プレゼン ①白浜  ②越後  ③九州  ④熱海

10:20～(40分) 講演② テーマ：　「わかる！CYNEX ～つながる日本のサイバーセキュリティ～」
講 師：  井上　大介 氏（国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT） サイバーセキュリティ研究所　副所長)

11:00～(10分) 休憩 （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

11:10～(20分) 協賛企業プレゼン②

11:30～(40分) 講演③

テーマ：　「JR東日本におけるDXの取組みとサイバーセキュリティ」（仮）
講 師：　西村　佳久 氏（東日本旅客鉄道株式会社 執行役員 イノベーション戦略本部　統括）
　　　　　　西本　逸郎 氏（一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会（JSSEC）理事・事務局長、
　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ラック代表取締役社長 兼 執行役員社長）

12:10～(80分) 休憩（昼食） （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

13:30～(30分) オプション協賛
プラチナ企業プレゼン

・株式会社セキュアオンライン
・フォーティネットジャパン合同会社

14:00～(20分) 協賛企業プレゼン③

14:20～(10分) 休憩 （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

14:30～(40分) 講演④ テーマ：　「いま何が起きているのか公開事例から読み解く　～セキュリティ対策ありきではないセキュリティ対策を～」
講 師：　佳山　こうせつ 氏（東京電機大学　サイバーセキュリティ研究所）

15:10～(25分) 協賛企業プレゼン④

15:35～(10分) 休憩 （協賛・出展企業＆団体による幕間映像上映）

15:45～(40分) ナイトセッション総括
パネルディスカッション

森井　昌克 氏（神戸大学大学院 教授）＋ナイトセッション各座長

16:25～(5分) 閉会

16:30 ２日目終了

※今後の調整により講師・講演時間等が変更になる場合があります。
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